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11 月例会は変則的に金曜日開催、9 人出席 
 

 月例会は第一土曜日となっていますが、11 月 2 日(土)は町の行事の

関係で会員の都合が悪く、変則的ですが、1 日(金)に開催しました。9

人の出席でした。協議の主だったところをお知らせします。 
 

（１）日米共同統合演習(キーンソード25)抗議監視活動のふりかえり 

 キーン・ソード25についての通知は突然だった（別海町のお知らせは10/8）。

だけでなく、18 日にはこれまた突然「変更」の通知が入り、演習期間が膨らんだ。

町行政も翻弄されているようだ。米軍の都合が最優先されているのではないか。全

国展開の大規模演習(日米軍合わせて45,000 人)だったが、この期間は日本の将来を決する

衆議院選挙の真っただ中であり、総選挙中の大規模演習は許しがたい暴挙だ。 

 人手が足りない中での抗議監視活動だったが、9 日間でのべ 45 人が活動に参

加した。矢臼別演習場、計根別(西春別駅前)着陸場で行われたこの間の演習がどう

いうものだったか、全体像をまとめていく必要がある。「米軍来るな！釧根連絡会」

で総括が行われるだろう。総括協議に矢臼別平和委は積極的に参加していく。 
 

（２）別海町7次総合計画見直しのパブリックコメントに意見を 

 7 次総合計画の中間年(5 年)で見直しを行うということだが、当初計画にはまっ

たく入っていなかった「自衛隊との共生」の項目が見直し案に突然入ってきた。 

 自衛隊は、2015 年 9 月 19 日の「安保法制」の強行採決後、アメリカの引き

起こす戦争に組み込まれ他国に攻め入る軍隊へと内実ともに変容していくことに

なった。変容する自衛隊の違憲性はますます明白となっている。そのような自衛隊

との「共生」をわざわざ書き込むことは容認できない。 

 現在パブリックコメントが行われている(10/15～11/13)。平和を求める町民

の意見をどんどん出していこう。(提出用紙に書いて役場・支所に持っていくか、郵送する。

または、インターネットの投稿ホームから投稿する)※提出用紙を当短信といっしょに送ります。 
 

（３）日本平和大会(オンライン)11/16、別海会場を設けます 

 会場は「みなくる」の２階会議室で、13 時開会です。入場無料でどなたでも参

加できます。お誘い合わせて多数ご参加ください。 
 

 このほか、町長懇談会(10/31)ふりかえり、平和もちつき望年会についてなど

協議しました。詳しくは「会員だより」をご覧ください。 

 



 

「第７次別海町総合計画」の見直しに関する意見・提言提出用紙 

※提出期限 令和６年１１月１３日（水曜日）必着 

■提出先および問合せ先 

別海町総務部総合政策課地域デザイン担当 電話 0153-74-9502（直通） 

■提出方法 

・持 参 別海町役場２階 総務部総合政策課、各支所、各連絡事務所 

・郵 送 〒086-0205 野付郡別海町別海常盤町 280 番地  

        別海町総務部総合政策課 

・F A X 0153-75-0371 

・インターネット投稿フォーム https://logoform.jp/f/Ovdai 

※意見募集結果の公表の際には、ご意見の内容以外（住所、氏名等）は公表しません。 

ご記入の氏名等の個人情報は、別海町個人情報保護条例の規程に従い、適正に管理します。 

 

氏名・法人名（必ず記入） 

 

 

TEL 

FAX 

E メール 

住所（必ず記入） 
年齢   歳 

勤務先または学校名（町内在住の場合記入不要） 勤務先または学校の所在地（町内在住の場合記入不要） 

意見・提言の内容（書き切れない場合は、適宜用紙を追加してください。） 

 


